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編 集 後 記
何か月か前か ら編集子の仲間に加 えていただき,編 集委員会に顔 を出す こと3回,"低
温セ ンターだ より渦の背景にある精神(方 針)が ようや くわか りかけ て来ま した。 例えば
一 。まず表 紙は,出 来 るだけ阪大で研究 ・開発あるいは工夫 されたオ リジナルな事柄 で飾
りたい。 内容 は,単 に低温 研究者に役立つばか りでな く,広 く物性研究者のサーキュ ラー
として役立 つ雑誌を 目指 して行 きたい。 そ して,こ の欄 でも時折繰返 されるよ うに,む ず
かしい研究 の話は中学生に も分 るようにやさ しく書いていただ く。 目下連載 中の"低 温 中
級技術 シ リーズ}や"技 術 ノー ド な どの技術欄は,他 の教科書のまねでな く,経 験的に,
体験的 に書いていただ く一 等 々。
さて,本 号は,佐 分利 さん(工),藤 田さん ・石村 さん(医),天 谷 さん(基 工),松
尾 さん(理),本 河 さん(理)に 原稿 を吾願 いし まーし た。お忙 しい中を快よ くお 引受 け下
さいま した皆様方 にお礼を申 し上 げます。 ところで,天 谷さんの"ベ ロンベ ロンの トラン
スファー ・サ イフォゾ の話は如何 でしたか。編集委員の中にも,既 に聞 き及んで使 って
いる方があ り,と にか く便利な ものだそ うです。1万5千 円ほ どで材料が整 うとい うのも
うれ しいことです。
於喜びのお知 らせを一つ,本 誌の創刊以来編集委員 として活躍 して来 られ た岡田さんが,
この度,教 授(産 研)に 昇 任されま した。 なお,今 後 も引続 き編集委員に加わって下 さる
予定です。
(浅見 記)
編集委員 のメンバ ーが多少入れ替 りま した。
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1981年4月 現在の委員は下記の通 りで
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